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広
東
入
社
会
と
客
家
人

片
山
剛

I
l
a
-
八
世
紀
の
国
家
と
移
住
民
|
|

は
じ
め
に

清
初
か
ら
清
中
葉
ご
七
世
紀
中
葉
一
八
世
紀
末
)
の
広
東
省
で
は
、
省
の
東
部
・
東
北
部
に
居
住
し
て
い
た
客
家
人
の

一
部
が
、
自
然
発
生
的
に
、
あ
る
い
は
清
朝
の
移
住
・
開
墾
政
策
に
従
っ
て
、
中
部
・
西
部
の
諸
地
域
へ
移
住
し
た
。
こ

よ
う
せ
い

の
う
ち
、
清
朝
の
政
策
に
も
と
づ
く
客
家
人
移
住
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
一
八
世
紀
前
半
の
嘉
正
年
間
以
降
、
嘉
応
州
(
現

在
の
梅
州
市
)
・
恵
州
府
・
潮
州
府
等
か
ら
、
広
州
府
の
新
寧
県
(
現
在
の
台
山
市
)
や
肇
慶
府
の
高
明
・
開
平
・
思
平
・
鶴

山
・
陽
春
・
陽
江
の
諸
県
な
ど
、
広
東
人
が
主
要
居
住
民
で
あ
っ
た
地
域
へ
移
住
し
た
事
例
が
あ
る
(
図
1
)
。
こ
の
事
例

は
、
そ
の
後
の
戚
豊
四
ご
八
五
四
)
年
か
ら
一
三
年
間
、
客
家
人
と
広
東
人
の
間
で
「
械
闘
」
(
武
器
を
用
い
た
戦
闘
)
が
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繰
り
返
さ
れ
、
各
々
の
死
者
が
数
十
万
人
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
械
闘
収
拾
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
同
治
六
(
一
八

六
七
)
年
に
新
寧
県
の
東
南
部
を
割
き
、
客
家
人
専
住
の
行
政
区
画
と
し
て
赤
渓
庁
(
民
国
元
年
に
県
と
な
る
)
が
設
け
ら
れ

た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
(
以
下
、
新
寧
県
を
は
じ
め
と
す
る
上
記
諸
県
を
、
「
新
寧
県
等
」
と
呼
ぶ
)
。

最
近
、
瀬
川
昌
久
氏
は
客
家
概
念
の
再
検
討
を
目
的
に
、
微
視
的
H

地
域
社
会
的
視
点
か
ら
、
明
清
時
代
に
お
け
る
客

家
人
の
広
東
省
諸
地
域
や
台
湾
等
へ
の
移
住
を
考
察
し
、
移
住
先
に
お
け
る
客
家
人
と
先
住
者
の
関
係
の
あ
り
方
は
、
移

住
の
時
期
と
地
域
と
の
相
違
に
よ
っ
て
様
々
な
形
態
が
あ
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
形
態
は
両
者
を
と
り
ま
く
諸
条

件
の
複
合
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
を
推
測
し
た
。
ま
た
、
客
家
人
の
移
住
諸
事
例
の
う
ち
、
先
住
者
と
の
間
で
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
の
相
違
に
沿
う
形
で
械
闘
が
起
き
た
の
は
、
台
湾
へ
の
移
住
と
右
の
新
寧
県
等
へ
の
移
住
の
み
で
あ
っ
た
と
指
摘
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
右
の
事
例
は
、
「
移
住
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」
を
テ
l
マ
の
ひ
と
つ
と
す
る
本
書
に
と
っ
て
、
恰
好

の
題
材
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
客
家
人
の
新
寧
県
等
へ
の
移
住
、
お
よ
び
移
住
後
に
お
け
る
彼
ら
と
先
住
者
た
る
広
東
人
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
一
九
世
紀
中
葉
の
械
闘
期
を
中
心
に
、
械
闘
発
生
の
直
接
的
要
因
や
背
景
の
究
明
を
主
眼
に
し
た
研
究
が
発
表
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
間
に
あ
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
相
違
が
械
闘
期
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
、
移
住
当
初
よ
り
両
者

の
聞
に
階
級
矛
盾
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
、
客
家
人
の
中
に
も
、
科
挙
に
合
格
し
た
「
郷
紳
」
地

主
が
現
わ
れ
た
が
、
彼
ら
の
科
挙
受
験
に
対
す
る
先
住
者
広
東
人
の
妨
害
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
広
東
人
の
郷
紳
地
主
と

客
家
人
の
そ
れ
と
が
階
級
的
に
結
束
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
各
々
を
中
核
と
し
て
両
者
聞
の
対
立
構
造
が
深
ま
っ
た

こ
と
、
と
り
わ
け
械
闘
の
直
接
的
要
因
と
し
て
、
ア
へ
ン
戦
争
後
の
広
東
茶
貿
易
の
衰
退
が
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
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図 1 清代広東省における広東人の分布地(県域・州城で示す)

広西省

一・ー省境
一一広州府および肇慶府の範囲

x:広東人の主要居住地
口:広東人が他と雑居するもの多数の地
ム:広東人がごく少数である地

[出所Jr牧野巽著作集
第五巻J83頁の地図を
修正・加工

〈
w
明神リ
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同
前
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出

開、
寸・



客家人の嗣堂 (現在の台山市赤渓艶>fW沖管理区東陽村の楊姓嗣堂)

両
者
間
の
対
立
を
先
鋭
化
さ
せ
た
こ
と
、
ま
た
、
天
地
会
反

乱
や
太
平
天
国
と
い
う
清
朝
の
危
機
に
際
し
て
、
地
方
政
府

が
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
相
違
を
利
用
し
て
「
分
割
統
治
」
を
行

な
っ
た
こ
と
、
等
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
新
寧
県
等
へ
の
移
住
・
定
着
の
全
体
史
か
ら
見

る
な
ら
、
さ
し
あ
た
り
以
下
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
。
第

一

に
、
移
住
当
初
か
ら
械
闘
発
生
ま
で
の
客
家
人
の
居
住
・
定

着
過
程
の
実
態
が
、
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
第
二
に
、
当
時
の
多
く
の
史
料
で
は
、
先
住
者

た
る
広
東
人
を
指
す
語
と
し
て
「
土
民
」
「
土
著
」
が
、
移

住
者
た
る
客
家
人
を
指
す
語
と
し
て
「
客
民
」
「
客
籍
」
が

使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
相
違
に
も
と

づ
く
呼
称
で
は
な
く
、

戸
籍
制
度
上
の
位
置
の
相
違
に
も
と

づ
く
呼
称
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
戸
籍
制
度
上
の
位
置
の
相

違
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
点
が
従
来
十

分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
第
二
点

と
も
関
係
す
る
が
、
国
家
の
移
住
政
策
に
も
と
づ
く
移
住
で

第一部 44 



あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
客
家
人
が
移
住
先
に
お
い
て
国
家
か
ら
ど
の
よ
う
な
受
け
皿
を
提
供
さ
れ
、
そ
し
て
、
統
治
制

度
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
か
、
乙
の
点
が
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第

二
・
三
点
は
、
国
家
か
ら
提
供
さ
れ
る
受
け
皿
、
あ
る
い
は
移
住
先
で
と
り
結
ぶ
対
国
家
関
係
の
内
実
が
、
居
住
・
定
着

の
あ
り
方
の
大
き
な
枠
組
み
を
規
定
し
、
そ
の
枠
組
み
が
先
住
者
と
の
関
係
の
あ
り
方
を
も
規
定
す
る
可
能
性
が
あ
る
だ

け
に
、
右
の
全
体
史
を
考
え
る
う
え
で
不
可
欠
な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
点
の
居
住
・
定
着
過
程
の
実
態
を
、
移
住

政
策
の
内
容
と
関
連
さ
せ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
同
時
期
に
お
け
る
他
の
移
住
政
策
に
も
と
づ
く
移
住
・
定
着
の
事

例
と
比
較
対
照
す
る
際
の
視
座
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
稿
は
、
時
期
と
し
て
は
移
住
が
始
ま
る
一
八
世
紀
前
半
か
ら
械
闘
前
夜
の
一
九
世
紀
初
頭

ま
で
を
、
地
域
と
し
て
は
史
料
が
比
較
的
豊
富
な
新
寧
県
を
主
た
る
対
象
と
し
て
右
の
課
題
を
検
討
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
、

従
来
窺
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
両
者
の
関
係
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
際
、
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
械
闘

の
一
因
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
科
挙
受
験
を
め
ぐ
る
紛
擾
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
紛
擾
は
主
と
し
て
広
義
の
科
挙
に

お
け
る
最
初
の
試
験
で
あ
る
県
試
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
し
て
、
県
試
は
一
般
的
に
は
本
籍
地
の
県
で
受
験
す

る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
(
県
試
、
本
籍
等
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
後
述
)
の
で
、
こ
の
紛
擾
が
、
現
在
居
住
し
て
い
る
県
に
お

け
る
本
籍
の
有
無
と
い
う
、
両
者
の
聞
に
存
す
る
対
国
家
関
係
の
相
違
を
焦
点
と
し
て
起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
た
だ
し
考
察
を
進
め
る
う
え
で
、
移
住
後
に
お
け
る
本
籍
移
転
や
科
挙
受
験
に
か
か
わ
る
清
代
の
制
度
を
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
こ
の
点
の
整
理
か
ら
始
め
た
い
。

広東入社会と客家人4ラ



一
、
戸
籍
制
度
と
転
籍
・
受
験
の
規
定

46 第一部

清
朝
は
、
明
朝
が
採
用
し
て
い
た
戸
籍
制
度
に
お
け
る
本
籍
主
義
を
継
承
し
た
。
戸
籍
の
内
容
は
、
籍
別
と
郷
貫
か
ら

成
る
。
籍
別
は
就
業
す
べ
き
職
業
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
民
籍
・
軍
籍
・
竃
籍
(
製
塩
従
事
者
)
・
商
籍
(
壌
の
輸
送
販
売
商

人
)
の
四
種
類
に
分
か
れ
る
が
、
多
く
の
者
は
民
籍
に
属
し
て
い
る
。
郷
貫
は
居
住
す
べ
き
行
政
区
画
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
民
籍
の
者
の
場
合
に
は
某
省
某
府
某
県
な
ど
と
表
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
籍
別
・
郷
貫
の
内
容
を
基
本
的
に
固
定
す

る
の
が
本
籍
主
義
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
固
定
不
変
で
あ
る
べ
き
と
さ
れ
た
戸
籍
(
籍
別
と
郷
貫
)
を
指
し
て
本
籍
と
呼
び
、

こ
の
う
ち
の
と
く
に
郷
貫
を
指
し
て
本
籍
地
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
狭
義
の
科
挙
は
、
省
レ
ベ
ル
で
行
な
わ
れ
る
郷
試
(
合
格
者
は
挙
人
)
に
始
ま
り
、
中
央
の
礼
部
(
文
部
省
に
相

当
)
が
行
な
う
会
試
を
経
て
、
皇
帝
が
行
な
う
殿
試
(
合
格
者
は
進
士
)
で
終
わ
る
(
図
2
)
。
し
か
し
、
郷
試
の
受
験
資
格

は
、
「
生
員
」
(
県
学
な
ど
の
国
立
学
校
の
生
徒
)
に
の
み
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
員
の
資
格
を
得
る
た
め
の
試
験
が

「
童
試
」
で
あ
る
。
民
籍
の
場
合
、
童
試
は
県
試
・
府
試
・
院
試
の
三
段
階
に
分
か
れ
、
最
初
の
試
験
で
あ
る
県
試
は
県

レ
ベ
ル
で
行
な
わ
れ
る
。
受
験
生
(
「
童
生
」
)
は
、
自
己
の
本
籍
地
の
県
で
受
験
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
そ
の
際
、
本

り
ん

籍
な
ど
の
受
験
資
格
に
関
し
て
、
本
籍
地
の
康
生
(
国
か
ら
学
資
を
給
付
さ
れ
て
い
る
上
級
生
員
)
に
よ
る
保
証
(
「
康
保
」
)
と
、

童
生
相
互
の
保
証
(
「
互
結
」
)
と
が
必
要
に
な
る
。
院
試
ま
で
合
格
す
る
と
、
本
籍
地
の
県
学
な
ど
の
学
校
に
入
学
し
て

生
員
と
な
り
、
種
々
の
特
権
を
得
る
。
県
学
に
は
入
学
定
員
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
基
本
的
に
は
各
県
の
童
試
合
格
者
の



科挙の概略と県の住民の分類

A科挙の概略(民籍の場合)

試験の大枠 「一童試ー..， ，.狭義の科挙寸

試験名 県試→府試→院試→郷試→会試→殿試

実施レベル 県 府 府 省 L中央」

図 2

B 県の住民の分類:

「土着民 ，{受験可能者〉

(1)→ ，{本籍地判明者〉一一(3)→
」客民 (2)ーイ L{受験不可能者〉…・・・〈転籍〉

L{本籍地不明者〉・・・・・・〈就籍〉

キ(1)等は、本文中で言及する基準 1等を示す。

定
員
枠
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
本
籍
地
を
離
れ
て
他
県
に
移
住
し
た
者
が
、
県
試
を
受
験

す
る
場
合
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
受
験
時
に
本
籍
地
へ
帰
っ
て
受
験

す
る
者
も
存
在
し
た
。
だ
が
、
本
籍
地
へ
帰
っ
て
受
験
で
き
な
い
者
も
存

在
し
て
い
た
か
ら
(
後
述
す
る
よ
う
に
、
新
寧
県
等
へ
移
住
し
た
客
家
人
の
子
孫

は
、
こ
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
)
、
こ
れ
ら
の
者
が
受
験
す
る
場
合
の
規
定

が
ど
う
な
っ
て
い
た
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
関
す

る
研
究
は
皆
無
に
等
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
い
ず
れ
別
の
形
で
発
表
す

る
筆
者
の
研
究
成
果
を
簡
明
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
な
お
説
明
の
都
合
上
、

あ
る
県
の
住
民
を
複
数
の
基
準
に
よ
っ
て
分
類
し
、
分
析
概
念
と
し
て
定

義
し
て
お
く
(
図
2
)
。

第
一
に
、
あ
る
県
に
合
法
的
に
居
住
し
て
い
る
住
民
を
、
そ
の
県
が
本

籍
地
で
あ
る
か
否
か
(
基
準
l
)

に
よ
っ
て
、
そ
の
県
が
本
籍
地
で
あ
る

土
着
民
と
、
別
の
県
が
本
籍
地
で
あ
る
客
民
と
に
分
け
る
。
な
お
、
本
籍

地
以
外
の
県
に
合
法
的
に
居
住
す
る
に
は
、
居
住
開
始
の
際
に
寄
留
の
手

続
き
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
寄
籍
」
と
い
う
。
い
ま
定
義
し
た

客
民
は
、
「
寄
籍
」
手
続
き
を
取
っ
て
客
民
と
な
っ
た
者
で
あ
る
。
そ
し
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て
、
前
述
し
た
史
料
用
語
の
「
土
民
」
「
土
著
」
と
「
客
民
」
「
客
籍
」
は
、
各
々
ほ
ぽ
右
に
定
義
し
た
土
着
民
と
客
民
の

意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
客
民
を
、
本
籍
地
の
所
在
が
判
明
し
て
い
る
か
否
か
(
基
準
2
)

に
よ
っ
て
、
ど
の
県
に
あ
る
か
が
判
明
し

て
い
る
《
本
籍
地
判
明
者
》
と
、
不
明
で
あ
る
《
本
籍
地
不
明
者
》
と
に
分
け
る
。
本
籍
地
が
不
明
に
な
る
の
は
、
本
籍

地
を
離
れ
た
後
に
長
期
間
流
浪
す
る
な
ど
し
て
、
戸
籍
を
用
い
る
機
会
を
数
世
代
に
わ
た
っ
て
失
っ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。

第
三
に
、
《
本
籍
地
判
明
者
》
を
、
本
籍
地
に
音
信
・
面
識
の
あ
る
近
親
者
が
存
在
す
る
、
あ
る
い
は
本
人
名
義
の
不

動
産
を
所
有
し
て
い
る
等
の
実
質
的
繋
が
り
を
通
じ
て
、
本
籍
地
の
康
生
・
童
生
の
保
証
を
獲
得
し
得
る
か
否
か
(
基
準

3
)

に
よ
っ
て
、
獲
得
し
て
受
験
で
き
る
《
受
験
可
能
者
》
と
、
獲
得
で
き
ず
に
受
験
で
き
な
い
《
受
験
不
可
能
者
》
と

に
分
け
る
。

ま
た
、
《
本
籍
地
不
明
者
》
が
現
在
居
住
し
て
い
る
県
の
戸
籍
を
新
た
に
獲
得
す
る
と
、
こ
れ
が
本
籍
と
な
る
の
で
、

こ
の
場
合
を
《
就
籍
》
と
呼
び
、
《
本
籍
地
判
明
者
》
が
本
籍
地
の
県
か
ら
現
在
居
住
し
て
い
る
県
へ
戸
籍
を
移
転
す
る

と
、
こ
れ
が
本
籍
と
な
る
の
で
、
こ
の
場
合
を
《
転
籍
》
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

以
上
の
住
民
分
類
を
用
い
た
場
合
、
本
稿
が
考
察
対
象
と
す
る
新
寧
県
へ
移
住
し
た
客
家
人
の
多
く
は
、
そ
の
説
明
の

詳
細
は
省
く
が
、
客
民
|
《
本
籍
地
判
明
者
》
|
《
受
験
不
可
能
者
》
の
範
轄
に
入
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
範
曙
に
関
係
す
る

《
転
籍
》
・
受
験
規
定
の
変
遷
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
な
お
、
《
本
籍
地
不
明
者
》
の
《
就
籍
》
は
、
乾
隆
三
年
規

定
の
段
階
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

乾
隆
三
ご
七
三
八
)
年
規
定
:
:
:
こ
の
規
定
に
は
「
有
原
籍
可
帰
者
」
と
い
う
語
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
暖
昧
さ
を
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も
つ
語
で
あ
る
。
た
だ
し
、
乾
隆
二
九
年
に
、
本
規
定
の
制
定
者
た
る
礼
部
は
、
右
の
《
本
籍
地
判
明
者
》
の
意
味
で
解

釈
し
、
そ
し
て
、
「
有
原
籍
可
帰
者
」
H
《
本
籍
地
判
明
者
》
に
対
し
て
、
移
住
先
へ
の
《
転
籍
》
を
認
め
ず
、
本
籍
地
に

戻
し
て
受
験
さ
せ
る
判
断
を
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
《
本
籍
地
判
明
者
》
の
う
ち
、
《
受
験
可
能
者
》
を
想
定
し
た
場
合

に
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
が
、
《
受
験
不
可
能
者
》
を
想
定
し
た
場
合
に
は
必
ず
し
も
妥
当
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
《
受
験
不
可
能
者
》
は
本
籍
地
で
受
験
で
き
な
い
だ
げ
で
な
く
、
移
住
先
へ
《
転
籍
》
し
て
受
験
す
る
方
途
も

閉
ざ
さ
れ
、
受
験
機
会
を
ま
っ
た
く
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

乾
隆
三
八
二
七
七
三
)
年
規
定
:
:
:
そ
乙
で
、
乾
隆
三
八
年
に
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
籍
地
に

近
親
者
(
父
の
兄
弟
・
本
人
の
兄
弟
)
が
居
ら
ず
、
か
つ
本
籍
地
に
本
人
名
義
の
田
地
・
家
屋
が
な
い
者
、
つ
ま
り
、
本
籍

地
と
の
実
質
的
繋
が
り
を
失
っ
て
い
る
《
受
験
不
可
能
者
》
が
、
的
移
住
先
に
寄
籍
し
て
二

O
年
以
上
、
的
移
住
先
に
団

地
・
家
屋
を
所
有
、
こ
の
二
条
件
を
満
た
せ
ば
《
転
籍
》
・
受
験
を
許
可
す
る
、
と
。

乾
隆
五
九
二
七
九
四
)
年
規
定
:
:
:
し
か
し
改
定
後
も
、
本
籍
地
関
係
の
要
件
に
か
か
わ
る
「
有
原
籍
可
帰
」
の
語

に
腰
昧
さ
が
あ
っ
た
た
め
、
《
受
験
不
可
能
者
》
の
《
転
籍
》
を
認
め
た
乾
隆
三
八
年
規
定
の
趣
旨
が
、
地
方
で
は
徹
底

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
乾
隆
五
九
年
に
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
籍
地
関
係
の
要
件
は
す
べ
て
削

除
し
、
移
住
先
関
係
の
要
件
の
み
で
審
査
す
る
。
具
体
的
に
は
、
肋
移
住
先
で
の
家
屋
所
有
に
つ
い
て
は
、
「
税
契
」
(
購

入
契
約
時
に
、
一
種
の
契
約
税
を
支
払
う
こ
と
)
後
二

O
年
以
上
、
同
団
地
所
有
に
つ
い
て
は
、
土
地
税
た
る
税
糧
納
入
二

O

年
以
上
、
乙
の
二
条
件
を
満
た
せ
ば
《
転
籍
》
・
受
験
を
許
可
す
る
、
と
。
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二
、
客
家
人
の
転
籍
と
童
試
受
験
を
め
ぐ
っ
て

ラ。第一部

羅
正
四
ご
七
二
六
)
年
以
降
、
清
朝
の
政
策
に
従
っ
て
新
寧
県
へ
移
住
し
た
客
家
人
は
、
主
に
潮
州
府
・
嘉
応
州
の

貧
民
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
乾
隆
二
六
・
二
七
二
七
六
一
・
六
二
)
年
に
な
る
と
、
そ
の
子
孫
の
中
か
ら
新
寧
県
で
童
試

を
受
験
し
よ
う
と
す
る
童
生
が
現
わ
れ
た
。
前
述
の
ご
と
く
、
客
家
人
の
多
く
は
、
客
民
l
《
本
籍
地
判
明
者
》
|
《
受
験

不
可
能
者
》
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
童
生
は
《
転
籍
》
を
申
請
し
た
。

さ
て
、
こ
の
申
請
に
対
し
て
、
「
客
童
」
(
客
民
童
生
)
ら
が
、
乾
隆
三
年
規
定
に
い
う
「
有
原
籍
可
帰
者
」
に
該
当
す

る
と
の
理
由
で
、
土
着
民
の
貫
生
(
中
央
の
学
校
で
あ
る
国
子
監
の
生
徒
に
な
っ
た
上
級
生
員
)
で
あ
る
伍
松
ら
が
反
対
し
、
知

市
」
み
ん
'
ん

県
(
県
知
事
)
代
理
の
胡
垣
が
同
じ
理
由
で
却
下
し
た
。
こ
れ
は
、
新
寧
県
で
の
乾
隆
三
年
規
定
の
実
際
の
運
用
に
お
い

て
、
《
本
籍
地
判
明
者
》
を
「
有
原
籍
可
帰
者
」
と
判
断
し
て
《
転
籍
》
申
請
を
却
下
す
る
前
例
が
で
き
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
、
乾
隆
二
九
年
に
は
礼
部
が
こ
の
前
例
を
追
認
す
る
判
断
を
下
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、

乾
隆
三
八
年
規
定
が
出
る
と
、
客
童
ら
は
こ
の
規
定
を
根
拠
に
、
乾
隆
三
九
年
、
四
二
年
、
五

O
年
と
三
度
、
省
の
各
級

官
僚
へ
申
請
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ず
れ
の
申
請
も
前
回
と
同
様
に
、
「
有
原
籍
可
帰
者
」
を
理
由
に
却
下
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
乾
隆
五
二
年
、
客
童
ら
は
清
朝
中
央
へ
上
訴
し
た
。
こ
の
訴
え
に
よ
る
調
査
・
審
議
の
結
果
、
中
央
は
客

童
が
新
寧
県
で
受
験
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
に
至
る
。
た
だ
し
《
転
籍
》
は
許
可
せ
ず
、
土
着
民
の
定
員
枠
(
民
籍
枠
)

と
は
別
に
、
「
客
籍
」
枠
と
い
う
客
民
の
た
め
の
定
員
枠
を
特
例
的
に
設
け
、
こ
れ
を
受
験
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、



客
童
相
互
の
保
証
を
康
保
に
代
え
る
特
例
も
採
用
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
客
童
の
多
く
は
《
本
籍
地
判
明
者
》
|
《
受
験
不
可
能
者
》
で
あ
っ
た
か
ら
、
乾
隆
三
八
年
規
定
を
根
拠
と

す
る
申
請
を
、
省
や
中
央
が
規
定
に
即
し
て
許
可
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

こ
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
情
が
存
在
し
て
い
た
。
第
一
に
、
客
童
が
《
転
籍
》
し
、
受
験
が
実
現
す
る
と
、
土
着
民
童

生
の
合
格
者
数
が
減
少
す
る
の
で
、
こ
れ
に
土
着
民
が
強
く
抵
抗
し
て
い
た
こ
と
。
第
二
に
、
省
の
各
級
官
僚
に
は
、
土

着
民
の
抵
抗
を
考
慮
し
て
か
、
乾
隆
三
八
年
規
定
を
故
意
に
曲
解
し
て
却
下
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
中

U
ゅ

ん

ぷ

と

さ

つ

ぷ

央
の
調
査
に
対
し
て
、
広
東
巡
撫
(
省
の
長
官
)
の
図
薩
布
は
、
客
童
の
受
験
は
認
め
る
が
、
土
着
民
の
抵
抗
に
配
慮
し

て
、
客
籍
枠
の
設
置
と
い
う
特
例
的
処
置
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
中
央
も
、
土
着
民
の
抵
抗
を
考
慮
し
て
、

客
籍
枠
の
設
置
と
い
う
特
例
的
処
置
を
採
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
土
着
民
の
抵
抗
に
配
慮
し
て
採
ら
れ
た
裁
断

結
果
が
、
客
籍
枠
設
置
に
よ
る
客
童
の
受
験
実
現
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
す
る
な
ら
、
以
下
の
推
測
が
成
り
立
と
う
。
す

な
わ
ち
、
①
土
着
民
の
抵
抗
は
、
客
童
が
新
寧
県
で
受
験
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
で
は
な
く
、
客
童
が
《
転
籍
》
し
て
民

籍
枠
を
受
験
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
、
換
言
す
れ
ば
、
土
着
民
は
、
客
民
が
《
転
籍
》
し
て
民
籍
枠
を
受
験
す
る

と
と
を
不
合
理
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
、
②
省
官
僚
に
加
え
て
中
央
ま
で
も
が
、
土
着
民
の
抵
抗
に
配
慮
し
た
の
は
、
右

の
よ
う
な
土
着
民
の
考
え
方
に
、
な
ん
ら
か
の
妥
当
な
根
拠
を
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
管
見
で
は
、
そ

の
具
体
的
根
拠
に
言
及
し
た
史
料
を
見
出
せ
な
い
。
そ
こ
で
、
土
着
民
は
ど
の
よ
う
な
客
民
な
ら
《
転
籍
》
し
て
民
籍
枠

を
受
験
し
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
た
か
、
こ
の
点
を
探
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
根
拠
を
推
測
し
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ

を
新
寧
県
に
即
し
て
導
き
出
す
の
は
史
料
的
に
困
難
で
あ
る
の
で
、
対
象
を
広
東
入
社
会
全
般
に
広
げ
て
探
る
こ
と
に
し
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二
、
広
東
入
社
会
の
「
定
着
ル
l
ル
」
と
図
甲
制

第一部

筆
者
は
、
珠
江
デ
ル
タ
の
南
海
・
順
徳
等
の
諸
県
で
は
、
①
明
初
に
施
行
さ
れ
た
里
甲
制
(
本
籍
主
義
の
戸
籍
を
編
成
す
る

ず

と

う

と
と
も
に
、
径
役
と
税
糧
と
を
徴
収
す
る
機
構
)
が
、
変
容
し
つ
つ
も
図
甲
制
と
呼
ば
れ
て
、
清
末
・
民
国
期
ま
で
存
続
し
て

い
た
こ
と
、
②
図
甲
制
で
は
、
里
長
戸
ご
塁
は
十
甲
か
ら
成
り
、
各
甲
の
統
括
責
任
者
に
当
た
る
の
が
里
長
戸
で
あ
る
)
を
有
す

る
土
着
民
の
有
力
同
族
が
、
国
家
に
対
す
る
税
糧
納
入
を
独
占
的
に
行
な
い
、
こ
れ
を
通
じ
て
族
内
の
族
人
お
よ
び
里
長

戸
を
も
た
な
い
他
の
同
族
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
、
等
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
里
長
戸
を
有
す
る
同
族
を
頂
点
と

し
、
そ
の
下
に
里
長
戸
を
も
た
な
い
同
族
が
位
置
す
る
図
甲
制
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
社
会
構
造
を
推
測
し
た
(
図
3
)
。
そ
れ

で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造
が
存
在
す
る
地
域
へ
外
部
か
ら
移
住
す
る
、
あ
る
い
は
地
域
内
部
で
再
移
住
す
る
場
合
、

そ
の
移
住
・
定
着
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

な
ん
ゅ
う
し
ゆ
き
と
う

ま
ず
「
南
雄
珠
磯
巷
伝
説
」
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
こ
の
伝
説
で
は
、
広
東
人
の
祖
先
た
ち
は
、
宋
代
に
省
北
部
の
南
雄

珠
磯
巷
か
ら
珠
江
デ
ル
夕
方
面
へ
移
住
し
、
定
着
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
牧
野
巽
氏
は
、
こ
の
伝
説
が
遅
く
と
も
明
中
葉

以
降
の
広
州
府
・
肇
慶
府
等
、
広
東
人
が
土
着
民
の
大
部
分
を
占
め
る
地
域
で
流
布
し
て
い
た
こ
と
、
た
だ
し
、
そ
の
内

容
は
あ
く
ま
で
も
伝
説
で
あ
り
、
史
実
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
伝
説
は
祖
先
の
移
住
を
宋
代
と
す
る
が
、

そ
こ
に
明
代
に
な
っ
て
初
め
て
施
行
さ
れ
る
図
甲
制
が
登
場
す
る
な
ど
、
内
容
の
歴
史
的
真
偽
に
は
確
か
に
疑
問
が
あ
る
。



時国有図(推測図)

一一・税糧の徴収・納入関係
丁 :現実の土地所有者

同族A:里長戸および甲首戸を有
する同族(土着民)

同族B:甲首戸のみを有する同族
(土着民)

同族C:里長戸・甲首戸を全くも
たない同族(客民)

し
か
し
、
図
甲
制
の
存
在
を
前
提
に
し
て
い
る
点
、
ま
た
、

土
着
民
と
な
っ
て
い
る
者
の
間
で
流
布
し
て
い
る
点
に
着
目

す
る
な
ら
、
こ
の
伝
説
を
、
図
甲
制
が
存
続
し
て
い
る
社
会

に
お
け
る
、
土
着
民
の
立
場
か
ら
見
た
移
住
・
定
着
の
あ
る

べ
き
姿
が
、
祖
先
の
そ
れ
に
仮
託
し
ヱ
表
現
さ
れ
て
い
る
も

の
、
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
、
右

の
伝
説
に
見
え
る
移
住
・
定
着
の
あ
り
方
を
検
討
し
よ
う
。

伝
説
に
よ
る
と
、
「
祖
先
た
ち
は
南
雄
珠
磯
巷
を
本
籍
地

と
し
、
第
一
四
図
民
籍
に
所
属
し
て
い
た
が
、
あ
る
事
件
を

契
機
に
、
移
住
先
を
求
め
て
珠
江
デ
ル
夕
方
面
へ
南
下
し
た
。

し
か
し
、
岡
州
大
良
都
古
蘭
甲
萌
底
村
を
過
ぎ
た
時
に
、
路

ふ
う
て
ん
せ
H
き
ょ
う
お
う
た
っ

銀
が
底
を
つ
い
た
。
そ
こ
で
、
土
着
民
の
鴻
天
誠
・
襲
応
違

く
さ
ぷ

ら
が
提
供
す
る
草
葺
き
の
小
屋
に
投
宿
し
、
宿
泊
・
食
事
の

接
待
を
受
け
た
。
暫
し
の
後
、
祖
先
た
ち
は
扇
底
村
に
定
着

す
る
べ
く
、
県
の
役
所
に
赴
い
て
転
籍
(
「
立
籍
」
)
を
申
請

す
る
が
、
そ
の
際
に
は
鴻
・
襲
の
保
証
書
を
持
参
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
県
は
、
図
甲
を
増
設
し
て
戸
籍
を
定
め
、
移
住
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者
の
リ
ー
ダ
ー
羅
貴
ら
を
新
設
図
甲
の
里
長
戸
と
し
、
今
後
、
家
屋
を
建
て
て
田
地
を
所
有
す
れ
ば
、
税
糧
を
納
め
揺
役

を
負
担
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
」
と
い
う
。

乙
の
伝
説
で
は
、
移
住
先
で
寄
籍
手
続
き
を
と
る
こ
と
な
く
、
移
住
後
短
時
間
で
《
転
籍
》
を
行
な
っ
て
い
る
点
が
、

後
述
す
る
清
代
の
事
例
と
異
な
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
伝
説
が
明
初
あ
る
い
は
開
発
初
期
の
段
階
を
反
映
し
て
い
る
か
ら
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
図
甲
制
下
の
社
会
に
お
け
る
移
住
・
定
着
の
あ
り
方
を
窺
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
第
一
に
、
居
住
開
始
時
に
、
祖
先
た
ち
が
居
住
先
の
萌
底
村
の
土
着
民
の
漏
・
襲
の
世
話
を
受
け

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
萌
底
村
に
定
着
す
る
べ
く
、
県
の
役
所
で
《
転
籍
》
を
行
な
う
時
に
も
、
土
着
民
の

漏
・
襲
の
保
証
書
を
持
参
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
乙
こ
で
、
漏
・
襲
の
保
証
書
に
よ
っ
て
移
住
民
の
羅
貴
ら
が
里
長
戸

を
得
て
い
る
か
ら
、
保
証
し
た
側
の
鴻
・
襲
も
里
長
戸
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
土
着
民
、
と
く
に
里
長
戸

を
有
す
る
土
着
民
が
、
移
住
者
に
食
事
・
宿
泊
、
さ
ら
に
保
証
書
の
発
給
な
ど
を
提
供
す
る
の
は
、
そ
の
居
住
・
定
着
を

承
認
す
る
こ
と
を
示
唆
し
、
ま
た
逆
に
、
移
住
者
が
こ
れ
ら
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
は
、
居
住
開
始
か
ら
《
転
籍
》
ま
で

の
問
、
土
着
民
に
一
定
程
度
依
存
・
従
属
す
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。

第
三
に
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
伝
説
が
、
新
設
図
甲
の
里
長
戸
等
へ
の
帰
属
リ
《
転
籍
》
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
伝
説
が
生
ま
れ
た
時
に
は
、
す
で
に
広
州
府
・
肇
慶
府
等
の
土
着
民
と
な
っ
て
い
た
広
東
人
が
、
祖
先
た
ち

の
移
住
伝
説
を
《
転
籍
》
で
終
わ
ら
せ
て
い
る
こ
と
の
含
意
を
考
え
よ
う
。
こ
の
場
合
、
移
住
者
全
員
が
里
長
戸
を
得
た

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
移
住
者
集
団
を
一
体
の
も
の
と
見
る
な
ら
、
里
長
戸
獲
得
に
よ
っ
て
、
集
団
と
し
て
は
、
既
存

の
土
着
民
里
長
戸
に
対
す
る
依
存
・
従
属
か
ら
独
立
し
、
社
会
的
関
係
に
お
い
て
対
等
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
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税
糧
納
入
等
の
対
国
家
関
係
に
お
い
て
は
、
里
長
戸
獲
得
に
よ
っ
て
、
集
団
と
し
て
は
、
既
存
の
土
着
民
里
長
戸
を
媒
介

と
し
な
い
直
接
的
関
係
を
取
り
結
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
社
会
的
関
係
と
対
国
家
関
係
の
両
面
に
お
い
て
、
既
存

の
土
着
民
が
有
す
る
諸
権
利
・
義
務
と
同
等
の
も
の
を
取
得
し
、
移
住
H
客
民
の
状
態
が
終
息
し
て
、
十
全
な
る
意
味
で

の
土
着
民
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
以
上
の
推
測
が
正
し
い
な
ら
ば
、
《
転
籍
》
を
土
着
民
へ
の
転
化
の
指
標
と

理
解
で
き
る
こ
と
、
居
住
開
始
と
い
う
図
甲
制
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
へ
の
参
画
時
、
戸
の
獲
得
H

《
転
籍
》
時
、
さ
ら
に
里
長

戸
獲
得
と
い
う
頂
点
到
達
時
、
等
の
節
目
に
お
い
て
、
既
存
の
里
長
戸
の
承
認
・
合
意
が
必
要
な
こ
と
を
読
み
取
れ
よ
う
。

右
の
伝
説
は
、
《
転
籍
》
で
終
わ
っ
て
お
り
、
童
試
受
験
に
つ
い
て
は
語
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
広
州
府
南
海
県
を

は

ん

ば

い

そ

ん

本
籍
地
と
す
る
潜
姓
の
族
譜
、
民
国
二
二
(
一
九
二
四
)
年
重
刊
『
潜
式
典
堂
族
譜
』
か
ら
、
朝
海
・
顧
厳
・
梅
部
の
父
子

孫
三
代
が
、
一
九
世
紀
初
頭
に
、
客
商
活
動
を
基
礎
に
肇
慶
府
陽
春
県
へ
《
転
籍
》
し
、
童
試
を
受
験
し
た
実
例
を
見
よ

〉つ。

た
ん
す
い
き
ょ

「
朝
海
は
、
商
人
と
し
て
南
海
県
と
陽
春
県
浬
水
塩
の
聞
を
往
来
し
、
陽
春
県
の
名
門
で
あ
る
漕
水
櫨
の
李
姓
・
劉
姓
、

り
へ
い
ぷ
ん
り
ゅ
う
え
い
か
い

と
り
わ
け
挙
人
資
格
を
有
し
(
後
に
は
進
士
に
も
合
格
)
、
「
大
紳
」
と
称
さ
れ
る
李
痢
文
・
劉
栄
扮
と
交
遊
を
も
ち
、
団

地
・
家
屋
を
購
入
し
た
。
そ
し
て
揮
水
嘘
に
定
着
し
よ
う
と
決
意
し
た
が
、
果
た
さ
ぬ
う
ち
に
死
亡
し
た
。
子
の
顧
厳
は

例
貫
生
(
寄
付
金
納
入
で
貫
生
の
資
格
を
得
た
者
)
の
資
格
を
も
っ
て
お
り
、
朝
海
以
来
の
交
遊
に
努
め
て
、
嘉
慶
一
五
年
(
嘉

慶一

O
年
H

一八
O
五
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
)
に
は
、
陽
春
県
の
書
院
(
私
立
学
校
で
は
あ
る
が
、
全
県
の
文
人
を
統
合
す
る
重
要
な
機
能
を

も
っ
)
建
設
の
た
め
に
寄
付
を
し
た
。
こ
の
時
、
潜
姓
が
潜
思
載
戸
を
設
げ
る
こ
と
を
、
陽
春
県
の
「
県
紳
」
(
県
の
政
治

に
影
響
力
を
も
っ
科
挙
及
第
者
)
が
知
県
に
要
請
し
た
の
で
、
潜
姓
の
《
転
籍
》
が
実
現
し
た
。
そ
し
て
《
転
籍
》
後
ま
も
な
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く
、
孫
の
梅
郁
が
陽
春
県
で
童
試
を
受
験
し
て
合
格
し
た
。
そ
の
後
、
梅
都
は
康
生
ま
で
進
ん
だ
。
陽
春
県
の
人
々
は
、

顧
厳
が
朝
海
の
志
を
継
承
し
た
の
で
、
喜
ん
で
潜
姓
を
「
同
郷
の
人
」

H
陽
春
県
の
土
着
民
と
見
な
し
た
」
と
い
う
。

ま
ず
《
転
籍
》
が
実
現
し
た
理
由
を
検
討
し
よ
う
。
寄
籍
後
の
年
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
朝
海
・
顧
厳
の
二
代
に
わ
た

っ
て
田
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
か
ら
、
乾
隆
五
九
年
規
定
が
要
件
と
す
る
、
税
糧
納
入
二

O
年
以
上
と
家
屋
の
契
税

納
入
後
二

O
年
以
上
と
を
満
た
し
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。
知
県
が
《
転
籍
》
を
許
可
し
た
の
も
、
こ
の
要
件
を
満
た

し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
が
文
脈
か
ら
考
え
る
な
ら
、
《
転
籍
》
実
現
の
要
因
と
し
て
、
族
譜
の
編
者
(
南
海
県
で
里

長
戸
を
も
っ
潜
姓
)
が
重
視
し
て
い
る
の
は
、
第
一
に
、
朝
海
が
「
大
紳
」
と
交
遊
を
も
ち
、
顧
厳
が
こ
の
交
遊
関
係
を
さ

ら
に
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
書
院
と
い
う
、
陽
春
県
文
人
に
全
県
レ
ベ
ル
で
貢
献
す
る
施
設
の
建
設
に
寄
付
を
行
な
っ
た

こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
交
遊
の
積
み
重
ね
や
寄
付
を
考
慮
し
て
で
あ
ろ
う
、
「
県
紳
」
が
潜
姓
の
《
転
籍
》

を
知
県
に
積
極
的
に
働
き
か
け
た
こ
と
で
あ
る
、
と
読
み
取
れ
る
。

つ
ぎ
に
童
試
受
験
に
つ
い
て
は
、
《
転
籍
》
後
ま
も
な
く
梅
郁
が
受
験
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
受
験
に
は
、

陽
春
県
の
康
生
・
童
生
に
よ
る
保
証
が
必
要
で
あ
り
、
梅
郁
は
当
然
こ
れ
ら
を
獲
得
し
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
土
着

民
の
支
援
を
得
て
《
転
籍
》
し
た
場
合
、
受
験
に
お
い
て
も
土
着
民
の
保
証
を
獲
得
し
、
反
対
を
受
け
な
い
の
で
あ
る
。

史
料
の
最
後
に
、
陽
春
県
の
人
々
は
、
喜
ん
で
潜
姓
を
「
同
郷
の
人
」
と
見
な
し
た
と
あ
る
の
は
、
《
転
籍
》
・
受
験
の
実

現
に
は
、
国
家
規
定
の
み
な
ら
ず
、
土
着
民
の
承
認
・
支
援
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

以
上
を
整
理
す
れ
ば
、
清
代
の
広
東
入
社
会
で
は
、
図
甲
制
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
こ
へ
移
住
す
る
者

は
、
①
里
長
戸
、
あ
る
い
は
「
紳
士
」
(
科
挙
合
格
者
)
を
有
す
る
有
力
同
族
の
承
認
を
得
て
居
住
を
開
始
す
る
。
こ
れ
は
、
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上
記
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
末
端
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
有
力
同
族
に
対
し
て
一
定
程
度
依
存
・
従
属
し
つ
つ
土
着
化
へ
の
道
を

歩
む
こ
と
を
意
味
す
る
。
②
そ
の
後
、
お
そ
ら
く
土
地
所
有
・
商
業
活
動
に
よ
る
富
裕
化
や
同
族
結
合
の
組
織
化
な
ど
に

よ
っ
て
で
あ
ろ
う
、
徐
々
に
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
階
梯
を
昇
っ
て
い
き
、
再
び
里
長
戸
、
あ
る
い
は
「
紳
士
」
を
有
す
る
有

力
同
族
の
承
認
・
支
援
を
得
て
、
図
甲
制
上
の
戸
を
獲
得
H

《
転
籍
》
し
て
、
土
着
化
を
完
了
す
る
。
③
土
着
化
完
了
に

よ
っ
て
童
試
受
験
も
可
能
に
な
る
、
と
な
る
。
《
転
籍
》
の
際
に
土
着
民
の
承
認
・
同
意
が
必
要
な
点
は
、
乾
隆
三
年
以

降
の
規
定
に
は
明
示
的
に
登
場
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
は
「
民
間
社
会
の
定
着
ル
1
ル
」
と
い
え
よ
う
。

問
、
客
家
人
の
移
住
・
定
着
の
実
際
と
国
家
制
度

新
寧
県
の
図
甲
制
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
伝
え
る
史
料
は
、
管
見
で
は
少
な
い
。
し
か
し
、
清
末
・
民
国
期

の
『
新
寧
県
士
山
』
や
隣
県
で
あ
る
開
平
県
の
『
開
平
県
志
』
は
、
図
甲
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新
寧
県
で

も
図
甲
制
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
存
続
し
て
い
た
と
仮
定
し
て
、
客
家
人
の
移
住
・
定
着
の
特
質
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

清
朝
の
移
住
政
策
に
よ
る
新
寧
県
へ
の
移
住
は
、
薙
正
四
ご
七
二
六
)
年
に
始
ま
る
。
薙
正
九
年
以
前
の
移
住
・
定

着
の
あ
り
方
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
薙
正
一

O
年
以
後
に
つ
い
て
は
以
下
の
特
徴
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
は
、
居
住
開

始
に
当
た
り
、
寄
籍
手
続
き
を
取
っ
て
客
民
と
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
こ
と
、
第
二
は
、
移
住
者
リ
客
民
に
一
定
面
積
の

開
墾
地
を
所
有
さ
せ
る
政
策
が
採
ら
れ
た
こ
と
、
第
三
は
、
「
崎
時
図
」
(
後
述
)
が
新
設
さ
れ
、
客
民
が
崎
時
図
内
に
戸

(
「
新
戸
」
)
を
設
け
る
の
が
許
さ
れ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
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第
一
点
に
つ
い
て
は
、
寄
籍
の
際
に
土
着
民
の
承
認
・
保
証
を
得
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、
清
朝
の
政
策
に
よ

る
移
住
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
、
と
く
に
土
着
民
の
承
認
・
保
証
を
得
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二

点
と
第
三
点
は
密
接
に
関
連
す
る
。
客
民
は
新
寧
県
で
開
墾
地
を
所
有
し
、
一
定
の
納
税
猶
予
期
間
の
後
に
税
糧
を
納
入

し
始
め
る
。
こ
こ
で
、
崎
略
図
(
他
県
で
は
「
客
籍
図
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
)
と
は
、
土
着
民
の
た
め
の
既
設
の
図
と
は
別

個
に
、
客
民
の
所
有
田
地
か
ら
税
糧
を
徴
収
す
る
べ
く
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
図
で
あ
る
。
客
民
は
、
崎
時
図
内
に
戸
を

立
て
、
こ
の
戸
を
通
じ
て
税
糧
を
国
家
に
納
入
で
き
る
か
ら
、
土
着
民
の
図
甲
内
の
戸
を
媒
介
と
す
る
必
要
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
土
着
民
の
図
甲
内
の
戸
(
と
く
に
里
長
戸
)
を
獲
得
す
る
べ
く
、
「
民
間
社
会
の
定
着
ル

1
ル
」
に
沿
い
、
土

着
民
に
依
存
・
従
属
す
る
必
要
も
な
い
。
つ
ま
り
、
崎
時
図
の
設
置
と
は
、
土
着
民
の
図
甲
制
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
世
界
と

は
別
の
世
界
が
、
制
度
的
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
的
枠
組
み
の
存
在
は
、
従
来

の
研
究
で
は
ま
っ
た
く
顧
慮
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
移
住
後
の
定
着
の
あ
り
方
、
お
よ
び
移
住
者
た
る
客
民
と
先
住
者
た
る

土
着
民
と
の
関
係
の
あ
り
方
を
客
観
的
に
規
定
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

ロ
ゅ
ん
ち
こ
う
き

さ
て
、
清
朝
の
政
策
に
よ
る
移
住
、
例
え
ば
、
一
七
世
紀
の
順
治
・
康
照
年
間
の
屯
田
(
軍
屯
)
に
よ
る
珠
江
デ
ル
タ

と
う
か
ん

東
部
の
東
莞
・
新
安
二
県
へ
の
移
住
の
事
例
で
は
、
康
照
年
聞
に
、
屯
田
兵
と
そ
の
子
弟
の
童
試
受
験
の
た
め
に
軍
籍
枠

が
設
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
土
着
民
の
民
籍
枠
と
は
別
個
の
定
員
枠
が
移
住
先
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
国

家
の
都
合
で
本
籍
地
を
離
れ
た
者
に
対
し
、
童
試
受
験
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
新
寧
県
等
へ
の

移
住
政
策
の
場
合
、
右
の
軍
籍
定
員
枠
が
薙
正
年
聞
に
廃
止
さ
れ
る
動
き
と
も
関
連
す
る
の
か
、
客
民
の
た
め
の
定
員
枠

は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
客
民
の
中
の
《
受
験
不
可
能
者
》
が
受
験
し
よ
う
と
す
る
と
、
《
転
籍
》
し
て
土

ラ8第一部



蛮隊猪(現在の台山市四九鎮)

薙正年間の移住・開墾政策の一環として、水利回増加のために、知県王誌によっ

て山中に建設された水利施設(客家人も建設に参加した1)

着
民
の
民
籍
枠
を
受
験
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
潜
姓
の
事
例
か
ら
判
断
す
る
な
ら
、
土
着
民

の
民
籍
枠
を
受
験
で
き
る
の
は
、
「
民
間
社
会
の
定
着
ル
ー

ル
」
に
従
っ
て
定
着
を
完
了
し
た
者
に
限
ら
れ
る
と
推
測
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
籍
枠
の
受
験
資
格
も
、
土
着
民
社
会

の
秩
序
を
構
成
す
る
一
要
素
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

土
着
民
社
会
と
は
異
な
る
世
界
に
住
む
客
民
が
民
籍
枠
を
受

験
す
る
の
は
、
土
着
民
社
会
の
構
成
員
に
固
有
の
権
利
を
侵

し
、
そ
の
秩
序
を
揺
る
が
す
こ
と
に
な
る
。
客
民
の

〈転

籍
〉
申
請
に
対
し
て
土
着
民
が
抵
抗
す
る
根
拠
は
、
こ
こ
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
客
民
の

〈転
籍
〉
を
め
ぐ
る
紛
擾
が
、

客
籍
枠
と
い
う
別
枠
を
設
け
る
方
法
で
解
決
が
図
ら
れ
る
の

は
、
そ
れ
が
、
土
着
民
と
客
民
が
別
々
の
世
界
に
住
む
構
図

に
対
応
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
省
の
各
級
官

僚
や
中
央
が
土
着
民
の
抵
抗
に
譲
歩
す
る
の
は
、
「
民
間
社

会
の
定
着
ル

l
ル
」
が
土
着
民
社
会
の
自
律
的
秩
序
に
お
い

て
も
つ
意
味
を
無
視
し
得
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

広東入社会と客家人ラ9



お
わ

b
に

6。第一部

土
着
民
と
客
民
は
、
と
も
に
新
寧
県
の
合
法
的
居
住
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
家
の
戸
籍
制
度
上
お
よ
び
こ
れ
を
基

礎
と
す
る
図
甲
制
上
の
位
置
は
異
な
っ
て
お
り
、
両
者
は
対
国
家
関
係
に
お
い
て
、
基
本
的
に
は
別
々
の
世
界
に
住
ん
で

い
た
。
こ
の
枠
組
み
は
客
民
に
と
っ
て
は
、
一
方
で
、
土
着
民
に
依
存
・
従
属
す
る
制
度
的
必
要
が
な
い
こ
と
を
意
味
し

た
が
、
他
方
で
、
独
自
の
「
定
着
ル

l
ル
」
を
備
え
、
民
籍
枠
の
受
験
資
格
を
付
与
す
る
権
限
等
を
も
っ
土
着
民
社
会
か

ら
排
除
さ
れ
る
と
と
を
意
味
し
た
。
後
者
を
象
徴
す
る
事
件
が
、
客
民
の
《
転
籍
》
・
受
験
に
対
す
る
土
着
民
の
抵
抗
で

あ
る
。
客
家
人
移
住
者
が
、
械
闘
期
に
至
る
ま
で
、
先
住
者
広
東
人
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
同
化
せ
ず
、
自
己
の
そ
れ
を
保

持
し
得
た
客
観
的
条
件
と
し
て
も
、
右
の
枠
組
み
が
存
在
し
た
点
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
移
動
と
エ
ス
ニ
シ
テ

ィ
」
に
つ
い
て
本
稿
か
ら
導
き
出
せ
る
こ
と
は
、
移
住
先
に
い
か
な
る
土
着
民
社
会
が
存
在
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
国
家

が
移
住
者
と
い
か
な
る
関
係
を
と
り
結
ぶ
か
、
こ
れ
ら
が
移
住
・
定
着
の
あ
り
方
を
大
き
く
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

新
寧
県
の
場
合
と
同
じ
移
住
政
策
が
採
ら
れ
て
、
客
家
人
が
移
住
し
た
諸
県
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
開
平
・
高
明
の
二

県
で
は
、
同
様
の
《
転
籍
》
・
受
験
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
同
時
期
に
起
き
、
同
様
の
経
過
と
方
法
で
、
嘉
慶
一
二
ご
八
O

七
)
年
に
解
決
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
珠
江
デ
ル
タ
東
部
の
東
莞
・
新
安
の
二
県
の
場
合
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
新
寧
・

開
平
・
高
明
の
三
県
と
は
、
移
住
政
策
の
時
期
・
内
容
に
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
様
の
問
題
が
、
同
時
期
に
起
き
、

同
様
の
経
過
と
ほ
ぽ
同
様
の
方
法
で
、
各
々
嘉
慶
六
年
・
七
年
に
解
決
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
諸
県
に
も



新
寧
県
の
場
合
と
同
様
の
土
着
民
社
会
が
存
在
し
、
相
似
た
構
図
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

[
付
記
]

本
稿
は
一
九
九
七
年
夏
に
脱
稿
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
に
本
稿
の
拡
大
版
と
し
て
、
拙
稿
「
清
代
中
期
の
広
府
人
社
会

と
客
家
人
の
移
住
|
|
童
試
受
験
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」
(
山
本
英
史
編
『
伝
統
中
国
の
地
域
像
』
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
O年
六
月
、
所
収
)
を
発
表
し
て
い
る
。
と
く
に
本
稿
の
「
二
、
客
家
人
の
転
籍
と
童
試
受
験
を
め
ぐ
っ
て
」
に
関
す
る

詳
細
な
議
論
に
つ
い
て
は
、
拡
大
版
を
参
照
さ
れ
た
い
。

[
注
]

*
1
l
l
「
客
家
人
」
と
い
う
呼
称
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
立
ち
入
っ
た
議
論

は
行
な
わ
ず
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
面
で
所
謂
客
家
語
を
母
語
と
し
、
嘉
応
州
等
に
お
け
る
主
要
居
住
民
で
あ
っ
た
人
々
、
お
よ

び
そ
こ
か
ら
移
住
し
て
い
っ
た
人
々
を
指
し
て
客
家
人
と
呼
ぶ
乙
と
に
す
る
。
ま
た
、
明
清
時
代
の
広
州
府
・
肇
慶
府
の
主
要

居
住
民
で
あ
り
、
広
州
話
(
所
謂
広
東
語
)
を
母
語
と
す
る
人
々
は
、
正
確
に
は
「
広
府
人
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
日
本

で
は
な
じ
み
の
な
い
呼
称
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
広
府
人
を
指
し
て
「
広
東
人
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

*
2
|
|
民
籍
以
外
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
学
校
と
定
員
枠
は
籍
別
ご
と
に
あ
り
、
他
の
籍
別
の
者
は
受
験
・
入
学
で
き
な

'ν 

ネ

3
|
|
一
九
九
六
年
の
台
山
市
(
旧
新
寧
県
)
実
地
調
査
に
お
い
て
、
清
代
ま
で
、
農
民
が
自
己
の
所
属
を
「
第
某
図
第
某
甲
の
某
々

戸
」
と
表
現
し
て
い
た
こ
と
を
~
老
農
民
よ
り
聴
取
し
た
。
ま
た
、
「
南
雄
珠
磯
巷
伝
説
」
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
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